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プールでみんなとあそぼう！
－町民プールで三園交流会－

　８月５日（金）、日高町町民プールで、志賀保育所（松
原千代子園長）、比井保育所（西本康子園長）、内原保育
所（田村真由美園長）の園児たちが交流しました。
　当日は天気にも恵まれ、園児たちは普段会えない友
達との交流に大はしゃぎ。プールで自由に泳いだ後は、
おやつのジュースで水分補給し、チームでボール遊び
をしました。
　ボール遊びは、帽子の色でチームに分かれ、プールに
浮かんだボールを拾って、先生が背負ったカゴに入れ
た数を競う勝ち抜き戦。
　見事優勝した紫チームのみんなは、お手製の優勝メ
ダルを首にかけてもらい記念撮影をしました。

　園児たちは「プールは広くて楽しい」、「みんなと遊べ
て嬉しい」と大喜びし、最後は元気にさよならの挨拶を
して、また会える時を楽しみにしていました。
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９
月
９
日（
金
）、比
井
小
学
校（
玉
置
雅
巳
校
長
）の
児

童
が
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
年
生
８
人
、５
年
生
10
人
に
加
え
て
１
年
生

４
人
も
見
学
で
参
加
。皿
山
守ま

も
る

さ
ん
ら
農
家
の
方
６
名
の

協
力
の
も
と
、５
月
に
植
え
た
稲
を
鎌
を
使
っ
て
刈
り
入

れ
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
た
中
稲
刈
り
を
し
た
児
童
た
ち
は
、

「
楽
し
か
っ
た
け
ど
、田
ん
ぼ
全
部
を
鎌
で
刈
る
の
は
大
変

そ
う
。昔
の
人
は
凄
い
と
思
っ
た
」と
貴
重
な
体
験
に
感
謝

し
、昔
の
人
の
苦
労
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

刈
り
入
れ
た
稲
は
こ
の
後
精
米
さ
れ
、11
月
に
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
作
る
為
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

秋
の
実
り
を
収
穫

ー
比
井
小
・
稲
刈
り
体
験
ー

ぼ
く
ら
の
町
を
綺
麗
に

ー
日
高
中
・
西
山
清
掃
ー

　８月18日（木）・19日（金）に、日高少年自然の家で、堺市
と日高町の児童らが交流する交歓会が１泊２日の日程で開
かれました。
　この日は堺市から50人、日高町からは27人の児童が参加。
　最初にオリエンテーションで部屋での決まり事など集団
生活のルールを教えてもらうと、海に出てカヌーやカヤッ
ク、海水浴で交流しました。
　海に慣れていない子もおり、最初は船を漕ぐのも大変そう
でしたが、初めて会う友達とすぐに打ち解けると、協力して
海の散歩を楽しみました。

いっしょにあそぼう！
－堺日高交歓会－

　

８
月
26
日（
金
）、日
高
中
学
校（
釈
野
靖
仁
校
長
）の

生
徒
63
名
が
西
山
沿
道
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
と
し

て
行
っ
て
お
り
、他
に
も
老
人
ホ
ー
ム
の
清
掃
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
手
伝
い
な
ど
も
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

西
山
清
掃
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
年
に

何
度
か
行
っ
て
お
り
、今
回
は
頂
上
付
近
の
清
掃
を
協

議
会
、沿
道
を
生
徒
が
清
掃
す
る
形
で
協
力
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
志
願
し
た
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
清

掃
を
行
い
、「
町
を
キ
レ
イ
に
出
来
て
気
持
ち
良
い
で

す
」と
実
の
あ
る
体
験
だ
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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９
月
４
日（
日
）、日
高
町
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
、第

18
回
日
高
町
男
女
混
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
10
チ
ー
ム
の
計
94
人
が
参
加
。２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
試
合
を
行
い
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
４
チ
ー
ム
で
更

に
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
結
果
、優
勝
は
荊
木
Ａ
チ
ー
ム
、準
優
勝
は
ビ
ク
ト
リ
ー
Ａ

チ
ー
ム
に
決
定
。大
会
会
長
の
玉
井
教
育
長
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
渡
さ

れ
、喜
び
の
表
情
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

・
西
浦
安や

す
の
り則
さ
ん（
荊
木
Ａ
チ
ー
ム
）

　
「
女
性
陣
の
活
躍
が
大
き
か
っ
た
。次
回
も
優
勝
を
目
指
し
ま
す
！
」

・
楠
弘ひ

ろ
ゆ
き之
さ
ん（
ビ
ク
ト
リ
ー
Ａ
チ
ー
ム
）

　
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
か
っ
た
。皆
で
楽
し
く
頑
張
れ
ま
し
た
」

　９月９日（金）、志賀保育所（松原千代子園長）
で地震・津波に対する避難訓練が行われました。
　同保育所では毎月地震、火事に対する避難訓
練を行っており、津波が起きた際の避難訓練も
定期的に行っています。
　当日は地震発生のアナウンスが流れると児童
らは急いで机の下に隠れ、その後二人一組で手
を繋ぎ、先生に連れられて近くの空き地まで避
難しました。

　９月１日（木）、内原小学校（山口謙校長）の５年生児童
47人が、堺市立日高少年自然の家（志賀小杭地内）におい
て、１泊２日の臨海学校に臨みました。
　救命胴衣を着て海に出た児童らは、同施設職員に説
明を受けてカヌー・カヤックに挑戦。初めての体験に
苦戦しながらも、「大変だったけど楽しかった」と友達
と一緒に漕ぐ船を楽しんでいました。
　そのほかにも２日間の間にカレー作り、キャンプ
ファイヤーなどを体験。貴重な夏のひとときを過ごし
ました。

和歌山県最低賃金　　時間額 753 円
 効力発生日　　平成 28 年 10 月１日

詳しいことは、和歌山労働局賃金室（☎073・488・1152）
または最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。

荊
木
A
チ
ー
ム

ビ
ク
ト
リ
ー
A
チ
ー
ム

『必ずチェック　最低賃金！　使用者も　労働者も』

目
指
せ
優
勝
！

ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ー

津波から逃げ切れ！
－志賀保育所・避難訓練－

カヌー・カヤックに挑戦
－内原小・臨海学校－
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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

行
政
相
談
委
員
は
、住
民
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務

に
関
す
る
苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
聞
き
し
て
、公
平
・
中
立
な
立

場
か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す

る
役
目
で
す
。

　

ご
相
談
は
、口
頭
、電
話
、手
紙
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
声
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

10
月
17
日
〜
23
日
は

�

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

行政相談委員（総務大臣委嘱）
皿山　守さん

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、土
地
の

売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、買

主
は
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、土

地
の
利
用
目
的
や
取
引
価
格
等
を
書

い
た
土
地
売
買
等
届
出
書
を
、役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
高
町
で
は
、１
万
平
方
㍍
以
上

の
土
地
の
取
引
に
つ
い
て
届
出
が
必

要
で
す
。１
筆
の
面
積
が
１
万
平
方

㍍
以
上
の
取
引
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、１
筆
の
面
積
が
１
万
平
方
㍍
に

満
た
な
く
て
も
、複
数
の
筆
の
面
積

を
合
算
す
る
と
１
万
平
方
㍍
以
上
の

ひ
と
ま
と
ま
り
の
土
地
に
な
る
場
合

や
、以
前
に
こ
の
届
出
を
行
っ
た
土

地
に
隣
接
し
て
新
た
に
土
地
を
買
い

た
す
場
合
な
ど
で
も
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

土
地
売
買
等
届
出
書
の
用
紙
は
、総

務
政
策
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

土
地
の
取
引
に
は

�

届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る

�

土
地
取
引
の
届
出
制
度

社
会
生
活
基
本
調
査
の

�

お
知
ら
せ

　

総
務
省
統
計
局（
和
歌
山
県
）で
は
、

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、私
た
ち
が
１
日
の

内
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
や
家

事
、地
域
で
の
活
動
な
ど
に
費
や
し
て

い
る
か
、ま
た
過
去
１
年
間
の
自
由
時

間
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か

に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
、仕
事
と

生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）の
推
進
、子
育
て
支
援
策
、男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。ま

た
、今
回
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
員
が
対
象
地
区（
萩
原
地
区

の
抽
出
世
帯
）の
お
宅
に
伺
い
ま
す

の
で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
回
答
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
調
査
統
計
課

　
（
☎
０
７
３
・
４
４
１
・
２
３
８
８
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

10
月
18
日（
火
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同

相
談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員

の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
は

�

浄
化
槽
の
日

　

下
水
道（
集
落
排
水
処
理
施
設
）と

同
じ
く
、家
庭
で
使
用
し
た
水
を
綺

麗
に
し
て
く
れ
る
浄
化
槽
で
す
が
、

水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、維

持
管
理
が
必
要
で
す
。浄
化
槽
法
と

い
う
法
律
で「
保
守
点
検
」「
清
掃
」

「
水
質
検
査
」が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。適
正
な
浄
化
槽
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、詳
し
く
は

上
下
水
道
課（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

ま
で
。

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡
先までお願いします。

〒649-1213　日高町大字高家630番地
（日高町農村環境改善センター内）
月曜〜金曜　9：30〜12：00  13：00〜16：00
　　　　　　　　　　　　　 （昼休みは不在）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

廃
乾
電
池
を
回
収
し
ま
す

　

回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、回
収

袋
か
ら
取
り
出
し
て
、廃
乾
電
池
の
み

を
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

以
前
の
よ
う
に
回
収
袋
に
入
れ
た

ま
ま
で
は
、出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

回
収
袋
は
保
管
用
と
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

●
場
所
…
各
地
区
の

�

大
型
ご
み
収
集
場
所

回
収
日
…
10
月
30
日（
日
）

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）は
、20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、田
辺
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
３
２
３
）

も
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
、毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、現
行
の
後

納
制
度
に
代
わ
り
、保
険
料
を
後
納

で
き
る
期
間
が「
過
去
５
年
間
」に
な

り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

　
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し
た

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

納
め
に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利

で
、納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

安
心
で
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、金
融
機
関

窓
口
に
て
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の

届
出
印
）の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

　
　
　
　
　
　
困
難
な
と
き

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
に
な
る「
保
険
料
免
除
制

度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が

あ
り
ま
す
。ま
た
、学
生
の
方
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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○
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
、日

高
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人（
外
国
籍
の
中
長
期
在
留

者
等
の
人
を
含
む
）で
、平
成
28
年
度

分
の
町
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人（
課
税
さ
れ
て
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
対

象
外
）

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
千
円

○
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金

対
象
者

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
の
う
ち
、障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
平
成
28
年

５
月
分
を
受
給
し
て
い
る
人（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
高
齢

者
向
け
）を
受
給
し
た
人
を
除
く
）

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
万
円

○
申
請
方
法

・
申
請
先

　

住
民
福
祉
課

・
申
請
期
間

　

平
成
28
年
10
月
１
日（
土
）

 

～
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

・
必
要
書
類

■�

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、パ

ス
ポ
ー
ト
の
写
し
、健
康
保
険
証

や
年
金
証
書
な
ど
顔
写
真
が
つ
い

て
い
な
い
も
の
は
、官
公
署
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
点
必

要
で
す
）

■�

口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
金
融

機
関
名
、口
座
番
号
、口
座
名
義
人

〔
カ
ナ
〕が
わ
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

■�

年
金
額
改
定
通
知
書
・
年
金
証
書

な
ど（
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
み
）

※�

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
に
申

請
書
お
よ
び
案
内
文（
お
知
ら
せ
）

を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、内
容
を
確
認
の
う
え
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

 

避
難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
、

基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）時
点

で
日
高
町
へ
住
民
票
を
移
せ
な
い
ま

ま
居
住
さ
れ
て
い
る
方
は
、事
前
に

申
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、申
出
に
は
一
定
の
要
件
が

必
要
で
す
の
で
、�

詳
し
く
は
、住
民

福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、所
得
の
低
い
人
の
家

計
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
を
支
援
す
る
た
め
、年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

■�
臨
時
給
付
金
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
は「
厚
生
労
働
省
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０･

０
３
７･
１
９
２
）ま
で
。平
日
の

９
時
か
ら
18
時
ま
で（
土
・
日
曜

日
、祝
日
は
除
く
）

　
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」

の
発
生
が
予
測
さ
れ

ま
す
。ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、役
場

や
最
寄
り
の
警
察
署（
ま
た
は
警
察

相
談
専
用
電
話
♯
９
１
１
０
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、

煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の
焼
却

で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ
に

入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風

向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、1冊目は年間1万2000円分を助成券で交付します。
　② 2冊目は同様のものを、1万円で販売します。
　  ※助成券はお一人につき、最大２冊まで
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成29年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和17年3月31日以前に生まれた方）
　　※（注）・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 印南交通 ☎42・0105
川上タクシー ☎24・0200

南部タクシー ☎0739・
　72・2133中紀河南タクシー ☎24・1001

港タクシー ☎65・3100 介護タクシーふくしん ☎20・5272
御坊有交タクシー ☎22・4141 愛あいケアタクシー ☎20・1090

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

制度が変わりました！制度が変わりました！
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耐震工事完了期間 固定資産税の減額期間

平成18年1月1日〜
　平成21年12月31日 耐震工事完了年の翌年度から３年度分

平成22年1月1日〜
　平成24年12月31日 耐震工事完了年の翌年度から２年度分

平成25年1月1日〜
　平成30年3月31日 耐震工事完了年の翌年度から１年度分

住
宅
の
耐
震
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の

�

減
額
制
度

　

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

と
、そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
住
宅
の
要
件

・
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
専
用
住
宅
、共
同
住

宅
、併
用
住
宅（
居
住
部
分
の
割

合
が
２
分
の
１
以
上
あ
る
こ
と
）

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

住
宅（
昭
和
56
年
６
月
１
日
施

行
の
建
築
基
準
法
）

・
１
戸
あ
た
り
の
耐
震
改
修
工
事

費
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

改
修
工
事
に
係
る
契
約
が
締
結

さ
れ
た
場
合
は
30
万
円
以
上
）

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
と
税
額

　

改
修
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税

の
２
分
の
１（
た
だ
し
、１
戸
あ
た
り

床
面
積
１
２
０
㎡
分
に
相
当
す
る
税

額
が
限
度
と
な
り
ま
す
）

■
そ
の
他

・
こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
１
戸

に
つ
き
１
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

・
新
築
住
宅
の
減
額
や
、バ
リ
ア

フ
リ
ー
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

よ
る
減
額
と
同
時
に
適
用
は
で

き
ま
せ
ん

■
申
告
手
続
き

　

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、改

修
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
添
付
の
う
え
税
務
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、税
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３
・
３

８
０
２
）ま
で
。

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ

■耐震工事完了の期間と固定資産税の減額期間

※ ただし、H25年11月25日〜 H30年3月31日の間に、当該住宅
が建築物の耐震改修の促進に関する法律に規定する「通行障害
既存耐震不適格建築物」であった場合は、耐震工事完了年の翌年
度から2年度分

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度

　

高
齢
の
方
、障
が
い
の
あ
る
方
等

が
居
住
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、次
の

要
件
を
満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、住
宅
の
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
住
宅
の
要
件

　
《
改
修
工
事
が
平
成
28
年

�

４
月
１
日
以
降
の
場
合
》

　

・�

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上

を
経
過
し
た
住
宅（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）お
よ
び
併
用
住
宅（
居

住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
あ
る

こ
と
）

　

・�

改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

保
育
料
が

�
無
料
に
な
り
ま
す

第
三
子
以
降
の
保
育
料
が

�
無
料
に
な
り
ま
す

　

保
育
所
入
所
に
か
か
る
保
育
料

は
、第
三
子
以
降
の
子
ど
も
を
対
象

に
、昨
年
度
ま
で
は
０
歳
児
か
ら
２

歳
児
ま
で
を
無
料
と
し
て
き
ま
し
た

が
、今
年
度
か
ら
は
小
学
校
就
学
前

ま
で
を
無
料
と
し
、病
院
内
保
育
所

や
幼
稚
園
な
ど
へ
の
通
園
も
対
象
と

す
る
よ
う
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

第
三
子
以
降
に
か
か
る
保
育
料
無

料
化
の
適
用
を
う
け
る
た
め
に
は
、

役
場
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

既
に
申
請
済
み
、も
し
く
は
保
育

料
が
０
円
の
場
合
は
新
た
に
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、対
象
と
な
る

子
ど
も
が
い
て
、ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６

３
・
３
８
０
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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《
改
修
工
事
が
平
成
28
年

�

３
月
31
日
以
前
の
場
合
》

　

・�
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
存
在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）お
よ
び
併
用
住
宅

（
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上

あ
る
こ
と
）

■
対
象
住
宅
の
居
住
者
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・
65
歳
以
上
の
方

　

・�

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方

　

・
障
が
い
の
あ
る
方

■
改
修
工
事
の
要
件

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
を
行
い
、補
助
金
や
介
護

保
険
か
ら
の
給
付
金
を
除
い
た
自
己

負
担
額
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修

工
事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場

合
は
30
万
円
以
上
）

■
改
修
工
事
の
内
容

　

・
廊
下
の
拡
張

　

・
階
段
の
勾
配
緩
和

　

・
浴
室
の
改
良

　

・
ト
イ
レ
の
改
良

　

・
手
す
り
の
取
り
付
け

　

・
床
の
段
差
解
消　

　

・
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

　

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　

な
ど

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
と
税
額

　

改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１

（
た
だ
し
、１
戸
あ
た
り
床
面
積
100
㎡
に

相
当
す
る
税
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
）

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

・
改
修
工
事
が
終
了
し
た

�

翌
年
度
分
の
み

■
そ
の
他

　

・�

こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
１
戸

に
つ
き
１
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

　

・�

新
築
住
宅
の
減
額
や
、耐
震
改

修
工
事
に
よ
る
減
額
と
同
時
に

適
用
は
で
き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
よ
る
減
額

と
の
同
時
適
用
は
可
能
で
す
）

■
申
告
手
続
き

　

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、改

修
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
添
付
の
う
え
税
務
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、税
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３･

３
８
０
２
）ま
で
。

住
宅
の
省
エ
ネ（
熱

損
失
防
止
）改
修
工

事
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
家
庭

部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図

る
た
め
、一
定
の
省
エ
ネ（
熱
損
失
防

止
）改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、住
宅

の
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
対
象
住
宅
の
要
件

　

・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）

　

・�

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

次
に
掲
げ
る
①
を
含
む
省
エ
ネ

改
修
工
事
が
完
了
し
た
住
宅

　
　

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

④
外
壁
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
※�

改
修
部
分
が
、い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

　

・�
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た

費
用
が
、補
助
金
な
ど
を
除
き

50
万
円
を
超
え
る
も
の（
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工

事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た

場
合
は
30
万
円
以
上
）

　
　

※�

改
修
工
事
が
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
の
場
合
は
、改
修
後
の
住
宅
の
床

面
積
が
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
と
税
額

　

・�

住
宅（
併
用
住
宅
の
店
舗
・
事

務
所
部
分
を
除
く
）の
固
定
資

産
税
の
３
分
の
１

　
　
（�

但
し
、１
戸
あ
た
り
床
面
積

１
２
０
㎡
に
相
当
す
る
税
額

が
限
度
と
な
り
ま
す
）

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

・�

改
修
工
事
が
終
了
し
た
翌
年
度

分
の
み�

■
そ
の
他

　

・�

こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
１
戸

に
つ
き
１
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

　

・�

新
築
住
宅
の
減
額
や
、耐
震
改

修
工
事
に
よ
る
減
額
と
同
時
に

適
用
は
で
き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
よ

る
減
額
と
の
同
時
適
用
は
可
能

で
す
）

■
申
告
手
続
き

　

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、改

修
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
添
付
の
う
え
税
務
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、税
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３･

３
８
０
２
）ま
で
。
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健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

臓
器
移
植
は
、み
な
さ
ま
か
ら
善

意
の
臓
器
提
供
が
あ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
意
思
で

助
か
る
い
の
ち
が
あ

り
ま
す
。意
思
表
示

カ
ー
ド
に
ご
自
身
の

意
思
を
表
示
し
て
携

帯
す
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
健
康
推
進

課
、保
健
所
等
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、県
庁
薬
務
課（
☎
０
７

３
・
４
４
１
・
２
６
６
３
）ま
で
。

　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、早
期
治

療
が
重
要
で
す
。

　
「
目
の
愛
護
デ
ー
」を
機
会
に
目
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ま
た
、視
覚
障
害
に
悩
む
人
が
角

膜
移
植
を
受
け
て
視
力
が
回
復
で
き

る
よ
う
に「
愛
と
健
康
の
贈
り
も
の
」

と
し
て
死
後
の
献
眼
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

献
眼
登
録
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
角
膜
・

腎
臓
移
植
推
進
協
会（
☎
０
７
３･

４
２
４･

７
１
３
０
）ま
で
。

10
月
は
臓
器
移
植

�

普
及
推
進
月
間

10
月
10
日
は

�

目
の
愛
護
デ
ー

「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と

�

お
も
い
や
り
」

年
に
一
度
は
目
の
健
診
を
！

症
状
が
出
に
く
い
病
気
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
お
う
！

〜
目
の
健
診
は

　
お
近
く
の
眼
科
専
門
医
で
〜

日高町地域包括支援センター

　地域包括支援センターは、高齢者の生活を総合的に支え、安心して暮
らせるように支援します！！

身体的虐待
殴る・蹴るなどの暴力、
身体拘束・抑制

介護･世話の放棄
入浴させない
劣悪な環境など

悩みを抱えている高齢者の方はいませんか？気付かないまま、不適切な対応をしていませんか？

　介護、虐待に関することは、一人で悩まず相談を…
ご連絡・ご相談は、日高町地域包括支援センター（健康推進課内）（☎６３･３８０１）まで。

心理的虐待
怒鳴る・ののしる
無視をするなど

性的虐待
下半身を裸にして
放置するなど

経済的虐待
金銭を使わせないなど

高齢者虐待を知っていますか？

です！
こん
にち
は

これらが
  高齢者虐待

です
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少
子
化
社
会
の
中
、不
妊
や
不
育

に
悩
ん
で
い
る
ご
夫
婦
を
支
援
す
る

た
め
、一
般
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

左
記
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・�

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

で
あ
る
こ
と

・�

夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
、あ
る

い
は
両
者
が
和
歌
山
県
内
に
１
年

以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

・�

各
種
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
こ
と

・�

夫
婦
の
前
年
度
の
合
計
所
得
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

《
助
成
内
容
》

助
成
額
…
１
年
度
に
つ
き
20
万
円　

　
　
　
　

を
限
度
に
助
成

助
成
期
間
…
連
続
す
る
２
年
間
の

　
　
　
　
　

費
用
を
助
成

《
対
象
と
な
る
治
療
》

・�

医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
療
養

の
給
付
が
適
用
と
な
る
不
妊
治
療

お
よ
び
不
育
治
療

・�

医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療

（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
を

除
く
）お
よ
び
不
育
治
療（
人
工
授

精
な
ど
）

※�

治
療
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
検
査
、お
よ
び
治

療
開
始
前
に
不
妊
の
原
因
を
調
べ
る
た
め
の
検

査
も
対
象
と
な
り
ま
す

※�

不
妊
治
療
を
実
施
し
て
い
る
産
婦
人
科
・
泌
尿

器
科
で
あ
れ
ば
、県
内
県
外
を
問
わ
ず
対
象
と
な

り
ま
す

《
申
請
に
つ
い
て
》

　

一
般
不
妊
治
療
終
了
後
、申
請
書

に
関
係
書
類
を
添
付
し
て
、平
成
29

年
３
月
末
日
ま
で
に
、健
康
推
進
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、治
療
が
１
月
末
ま
で
あ
る
場
合
は
４
月

末
日
ま
で
、２
月
ま
で
あ
る
場
合
は
５
月
末
日
ま

で
、３
月
ま
で
あ
る
場
合
は
６
月
末
日
ま
で
申
請
で

き
ま
す
。）

　

申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類
に
つ

い
て
、詳
し
く
は
健
康
推
進
課（
☎�

６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。

一
般
不
妊
治
療
費
の

�
助
成
に
つ
い
て

【
質
問
１
】

　

な
ぜ
介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
か
？

【
回
答
１
】

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
と

介
護
の
担
い
手
で
あ
る
家
族
の
高
齢

化
や
核
家
族
化
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。介
護
保
険
制
度
は
、老
後

に
お
け
る
最
大
の
不
安
要
因
で
あ
る

介
護
の
問
題
を
国
民
み
ん
な
で
支
え

る
制
度
で
あ
り
、高
齢
者
自
身
に
も
、

ま
た
、40
歳
以
上
の
現
役
世
代
の
方
々

に
も
、費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
提
供
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
質
問
２
】

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
の
に
介
護

保
険
料
が
、天
引
き
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。な
ぜ
で
す
か
？

【
回
答
２
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
の
で
、ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①�

年
度
の
途
中
で
新
た
に
65
歳
に
な

ら
れ
た
場
合

②
日
高
町
に
転
入
さ
れ
た
場
合

③�

年
金
の
受
給
元
へ
届
け
出
し
て
い

る
住
所
等
と
住
民
票
の
住
所
等
が

異
な
る
場
合

④�

受
給
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
場
合

⑤�

年
金
を
担
保
に
借
入
金
を
さ
れ
て

い
る
場
合

【
質
問
３
】

　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引

き
で
な
く
自
分
で
金
融
機
関
へ
納
め

る
方
法
を
選
べ
ま
す
か
？

【
回
答
３
】

　

介
護
保
険
法
に
よ
り
、介
護
保
険

料
は
原
則
と
し
て
、年
金
か
ら
の
差

し
引
き（
特
別
徴
収
）を
優
先
す
る
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

被
保
険
者
の
ご
希
望
に
よ
り
異
な
る

支
払
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。

介
護
保
険
で
よ
く
あ
る
ご
質
問
に

�

お
答
え
し
ま
す
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※�現在、絵画のテーマ、何歳児の園児が展示するかは、未定となっています。
　�決まりましたら、広報や文字放送等でお知らせします。

温泉館
保育園児の絵画展示のお知らせ

休館日のお知らせ お問い合わせは����
9月27日（火）
10月4日（火）、11日（火）、18日（火）、25日（火）
11月1日(火)

となっています。

産業建設課
☎６３･３８０６

温泉館「海の里」みちしおの湯
☎６４･２６２６

町内の保育園児が描いた絵をリラクゼーションコーナー（和室）にて展示します。
みなさまお誘い合わせのうえ、ご来館ください。

　10月15日（土）～10月30日（日）
　内原保育所の園児の作品

　

自
分
の
犬
と
他
の
人
、他
の
犬
な

ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、快
適
な

居
住
環
境
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

た
め
に
、犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
ん
尿
の
処
理

　

散
歩
の
と
き
は
必
ず
処
理
袋
を
携

行
し
、ふ
ん
は
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
排
尿
の
跡
を
水

で
洗
い
流
す
な
ど
の
配
慮
も
必
要
で

す
。�

　

日
ご
ろ
か
ら
、自
宅
で
排
泄
を
済

ま
せ
て
か
ら
散
歩
に
行
く
よ
う
な
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
ノ
ー
リ
ー
ド
で
遊
ば
せ
な
い

　

散
歩
時
だ
け
で
な
く
、公
園
な
ど

に
お
い
て
も
必
ず
犬
に
リ
ー
ド（
綱

や
鎖
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

放
し
飼
い
は
原
則
禁
止
と
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、犬
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
、人
に
危
害
を
及
ぼ
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

散
歩
中
の
他
の
犬
に
対
し
て
危
害

を
及
ぼ
す
、犬
同
士
の
ケ
ン
カ
を
止

め
に
入
っ
た
飼
い
主
を
咬
ん
で
し
ま

う
、子
供
に
対
し
て
じ
ゃ
れ
て
ケ
ガ

を
負
わ
す
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

■
首
輪
等
に
身
元
の
確
認
が

�

で
き
る
も
の
を
つ
け
る

　

犬
は
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
、

火
災
な
ど
の
事
故
、外
出
・
旅
行
先

な
ど
で
飼
い
主
と
突
然
離
れ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、迷
子
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

首
輪
の
留
め
具
が
ゆ
る
ん
だ
り
、

老
朽
化
し
た
り
し
て
い
る
と
、雷
や

花
火
の
音
に
驚
き
、逃
げ
だ
し
て
迷

子
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
犬
は
自
分
で
家
に

帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

迷
子
に
な
っ
た
と
き
、首
輪
に
鑑

札
・
注
射
済
票
・
迷
子
札
等
を
つ
け

て
い
れ
ば
飼
い
主
の
元
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

室
内
犬
・
小
型
犬
も
必
ず
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

�

み
な
さ
ま
へ
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自衛官候補生採用試験のお知らせ
●身　　分：特別職国家公務員
●募集資格：採用予定月の1日現在、18歳以上27歳未満の男子
●試験期日：平成28年10月22日（土）
●試験場所：和歌山県民文化会館
●受　　付：平成28年10月20日まで

　　　　　特例退職手当：任期満了毎に特例退職手当を支給

コース 陸上自衛官
（1任期目：1年9月）

海上・航空自衛官
（1任期目：2年9月）

1任期 約55万円 約91万円

2任期 約139万円 約145万円

累計 約194万円 約236万円

●お問い合わせ先
　自衛隊御坊地域事務所
　御坊市湯川町小松原410-1　丸仁第一ビル1階
　☎23・0020

小学校３年生～高校生のための
冬休み海外研修交流事業

【お問い合わせ・資料請求】
公益財団法人・国際青少年研修協会
住所　〒141-0031　東京都品川区西五反田7-15-4　第三花田ビル4F
☎　03・6417・9721� FAX　03・6417・9724
E-MAIL　info@kskk.or.jp� URL　http://www.kskk.or.jp

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、海外生活を通して交流を体験し、国際感覚を養
うことを目的に５コースの参加者を募集しています。事前研修会では仲間作りからサポート
いたしますので、安心してご参加ください。

日 程

12月24日（土）

〜

1月4日（水）

内 容

ホームステイ・クリスマス体験
英語研修・文化交流・地域見学

野外活動など

研修国

オーストラリア
カナダ・サイパン

フィリピン・カンボジア

※コースにより異なります �※コースにより体験内容をお選びいただけます



　広報ひだか2016.10月号 16

～
ご当

地鍋日本一決定
戦！～～

ご当
決定

戦！～～

ニ
ッ
ポ
ン
全

国鍋グランプ
リ2

01
6

九絵の町和歌山県日高町天然クエ鍋（第３位）銅の鍋賞受賞

演 奏 会 消炎鎮痛楽団

お申し込み
お問い合せ

※都合により出演者が変更になることがあります。

おいしいイベント、たのしいイベントがいっぱい♪

主
催
／
九
絵
の
町
づ
く
り
推
進
実
行
委
員
会
　
〒
6
4
9
–
1
2
1
3 

和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
高
家
６
３
９–
４（
日
高
町
商
工
会
内
）

T
E
L
：
０
７
３
８–
６
３–
３
６
１
１
　
F
A
X
：
０
７
３
８–
６
３–
３
４
１
９

■http://w
w
w
2
.w
-shokokai.or.jp/hidaka/

　
■http://w

w
w
.hidaka-kue.jp/

トークショー
和歌山県住みます芸人

わんだーらんど

ク
エ
の
町 

和
歌
山
県
日
高
町

11時～15時
産湯海水浴場駐車場
※イベント会場周辺には駐車場がないため、随時阿尾漁港内から
　バスでご案内致します。

ところ

平成
28年

たのしいイベントたのしいイベントががいっぱい♪いっぱい♪

11時～15時11時～15時
産湯海水浴場駐車場産湯海水浴場駐車場

平成平成
28年年10月1日土と　き

荒天中止

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
よ
う
♪

参
加
し
よ
う
♪

参
加
し
よ
う
♪

参
加
し
よ
う
♪

参
加
し
よ
う
♪

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
よ
う
♪

沖縄エイサー

琉 風 会演　  舞
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秋たけなわの今日この頃、みなさまにおかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、地域住民間のふれあいを目的とした「ふれあい祭」を本年も開催することとなりました。
つきましては、一人でも多くの方々にご参加いただきたくご案内申し上げます。

日高町ふれあい祭実行委員会　　

１．展示会の部
①展示会日時　　　平成28年11月19日（土）　午後1時〜午後5時
　　　　　　　　　平成28年11月20日（日）　午前10時〜午後4時
②会　　　場　　　日高町農村環境改善センター
③出 品 部 門　　　盆栽、盆石、古木名木、生け花、写真、書道、絵画、手芸、短歌、工芸品、その他
④出 品 規 定
（イ）出品資格
　　　・町内に居住および勤務する方、または各部門責任者の認める方
（ロ）規格・点数
　　　・特に規定しないが場所・時間に支障のある場合は制限する
（ハ）出品申込〆切
　　　・10月28日（金）午後5時までに中央公民館へ
（ニ）搬入日時
　　　・11月18日（金）午前9時〜午後7時（時間厳守）
（ホ）その他
　　　・作品は、展示のできるようにして出品すること（額縁・台紙等）
　　　・作品は、審査しない（出品者に記念品）
　　　・作品の制作、搬入、搬出に要する費用は自己負担とする
　　　・出品作品については、万全を期すが不慮の損害については責任を負わない
　　　・作品には、必ず名札をつけておくこと
　　　　※名札を用意して欲しい場合は、申込書提出の際に必ず申し出てください。
⑤作品搬出　　　　11月20日（日）　午後4時〜午後5時（時間厳守）

２．芸能発表会の部
①芸能発表会日時　平成28年11月20日（日）　午後1時〜午後4時
②会　　　場　　　日高町中央公民館
③発 表 部 門　　　詩吟、舞踊、民謡、カラオケ、その他
④出 場 資 格　　　町内に居住および勤務する方、または各部門責任者の認める方
⑤出場申込〆切　　10月28日（金）午後5時までに中央公民館へ

（お問い合わせ先）　日高町中央公民館　☎63・3811

出�品�・�発�表�申�込�書

氏��名

住��所

電話番号

部　門 作品題名・発表曲目 点数・曲数 作品の大きさ・曲の長さ

（例）絵画  水彩画「ひまわり」 1点  縦38cm × 横55cm

切 り 取 り 線

参加者募集！
第20回 日高町ふれあい祭
第40回 文 　 化 　 展 参加者募集！第40回 文 　 化 　 展
第20回 日高町ふれあい祭
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バルーンのヨッシーさんが仮面ライダー
ショーをしてくれました（^O^）終わりにチョ
ウチョや花、イルカ、ハートの風船をプレゼ
ントしてもらいました♡

おはなしの会では、子どもたちの好きな絵
本、手遊び、ふれあい遊びをして楽しく過
ごしました♡♡

おやじの会から、絵本の読み聞かせにきてくれ
ました。お父さんが読んでくれた絵本はいつも
と違う雰囲気で、楽しかったね♡ 始めは日本語で次は英語で手遊びをします♡

英語で歌えるようになったかな♡（^_^）/

☆バルーンショー☆７月２５日（月）

☆おはなしの会☆７月２６日（火）

☆おやじの会☆８月２４日（水）

☆M＆Me英語で遊ぼう☆８月５日（金）

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前��9:00 〜 12:00
　午後�13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより
♪♪♪10月の行事予定♪♪♪
11日（火）子育て広場  　 9:30〜11:00

19日（水）志賀保育所見学 10:00〜

20日（木）内原保育所見学 10:00〜

24日（月）交通安全教室 　10:30〜

　　　　  申し込み〆切　10月14日（金）

25日（火）おはなしの会　 10:30〜

５日（水）、26日（水）　健診日の為休館

※第3金曜日　午後から休館

 （行事予定は、変更する場合があります）
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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎６３・３８１１）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

☆いまそこにいる君は （北方　謙三）
　16年の歳月をかけた大長編小説を書き終えた
作家が手にした、一瞬の静寂。そして、その先にあ
るものとは。出会いと別れ、映画と音楽…。縦横無
尽に人生を語る痛快エッセイ。

おはなしの会

絵本や紙芝居の読み聞か

せを実施しています!

　おはなしの会では、毎月第3
火曜日の午前10時から、中央公民館2階和室に
て絵本や紙芝居の読み聞かせを実施していま
す。興味のある方は、お気軽にお越しください。

☆陸王 （池井戸　潤）
　老舗足袋業者「こはぜ屋」の四代目社長は、会社
存続のために足袋製造の技術を生かしたランニ
ングシューズの開発を思い立つ。従業員20名の
地方零細企業が一世一代の大勝負に打って出る!

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

など、全部で２５冊！

みなさんのお越しを
お待ちしています!!
みなさんのお越しを
お待ちしています!!

《一般書　そのいち》 《一般書　そのに》

一般書
●珠玉の短編 （山田　詠美）

●帰郷 （浅田　次郎）

●裸の華 （桜木　紫乃）

●希望荘 （宮部　みゆき）

●伯爵夫人 （蓮實　重彦）

●少女は花の肌をむく （朝比奈　あすか）

☆いまそこにいる君は （北方　謙三）

●私の消滅 （中村　文則）

●「暮しの手帖」とわたし （大橋　鎭子）

●果てなき便り （津村　節子）

●記憶の渚にて （白石　一文）

●受難 （帚木　蓬生）

●生還せよ （福田　和代）

●長流の畔 （宮本　輝）

●待ってよ （蜂須賀　敬明）

●ジニのパズル （崔　実）

●蠕動で渉れ、汚泥の川を （西村　賢太）

☆陸王 （池井戸　潤）

●お春 （橋本　治）

●ずんずん！ （山本　一力）



　広報ひだか2016.10月号 20

保健だより 

インフルエンザを
　　　　　　予防しよう
インフルエンザを
　　　　　　予防しよう
インフルエンザを
　　　　　　予防しよう
～予防接種費用を助成します～～予防接種費用を助成します～

　10月からインフルエンザ予防接種が開始されます。
　日高町では、住民登録をされている65歳以上の方および１歳〜18歳（子ど
も医療費受給資格を有する方）を対象に予防接種費用の一部を助成します。

【助成期間】�平成28年10月1日～平成29年1月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただし、休診日を除く）

【対象となる方】�年齢算定基準日…平成28年10月1日現在
��■65歳以上の方
��　・65歳以上の方（昭和26年10月1日以前に生まれた方）
��　・60歳以上65歳未満で、下記の障がいを有し、身体障害者手帳1級または同等と判断された方
����　（①心臓機能、②腎臓機能、③呼吸機能、④HIVによる免疫機能）
��　※対象の方には、封書で「接種依頼書」をお送りします

��■１歳～ 18歳のお子さま（子ども医療費受給資格を有する方）
��　・1歳以上18歳以下のお子さま（平成10年4月2日〜平成27年10月1日以前に生まれた方）
��　※対象の方には、封書で「接種助成券」をお送りします
��　※�1歳未満（平成27年10月2日以降に生まれた方）で接種を希望される場合は、主治医と相談のうえ、
　　　健康推進課（☎63・3801）までご連絡ください

※�接種できる医療機関は、封書に同封している医療機関一覧をご覧ください
　必ず電話で予約してから、接種してください

・接種回数……1回
・接種費用……1,000円（自己負担分）

課税・非課税世帯の方 生活保護受給世帯の方

健康推進課へ
「無料接種券」
を申請してください。
（印鑑持参）

「接種依頼書」
「健康保険証」
をご持参のうえ
接種してください。

「接種依頼書」
「無料接種券」
をご持参のうえ
接種してください。

医 療機関へ予約

65歳以上の方
（定期予防接種二類対象者）

・接種回数……13歳以上は1回
��　　　　　　13歳未満は2回
・助成費用……1回につき1,000円
　　　　　　　　　　　（2回まで）

「接種助成券」をお送りします。
　（一部助成）

「接種助成券」
「健康保険証」
「母子健康手帳」
をご持参のうえ接種してください。

医 療 機 関 へ 予 約

1歳～18歳のお子さま
（助成対象者）

※�接種を勧奨するものではなく、接種の際
の費用の一部を助成するものです
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お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスが体内に入り込むことに
よって起こります。ウイルスには、Ａ型、Ｂ型、Ｃ型と呼ばれる3つの型があ
り、季節性のインフルエンザとして流行の原因となるのはＡ型とＢ型です。
　例年11〜12月頃に流行が始まり、１月〜３月にピークを迎えます。
　インフルエンザにかかっても、軽症で回復する場合もありますが、中に
は、肺炎や脳症などを併発して重症化してしまう場合もあります。

飛沫感染
　感染者のくしゃみや咳、つばなどの飛
沫と一緒にウイルスが放出

　別の人が、そのウイルスを口や鼻から
吸い込み感染

接触感染
感染者がくしゃみや咳を手で押さえる

その手で周りの物に触れてウイルスが付く

別の人が、それに触ってウイルスが手に付く

その手で、口や鼻を触って粘膜から感染

□毎年、流行シーズン前に予防接種を受けましょう
　　発症する可能性を減らし、もし発症しても重症になるのを防ぐ効果があります。
　�　ただし、ワクチンの効果が持続する期間は一般的に５か月程度です。また、流行するウイルス
の型は毎年変わるため、毎年接種することが望まれています。

□うがい・手洗い、マスク
　　外出後のうがい・手洗いは、予防の基本です。
　　流行シーズン中は、外出時のマスク着用も忘れずに。
□普段の健康管理
　　バランスのよい食事と、十分な休養をとり、疲労を回復しましょう。
　�　免疫力が弱っていると感染しやすくなり、感染したときに症状が重くなってしまうことがあ
ります。

□適度な湿度を保つ
　　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。
　　乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、湿度を50〜60%に保ちましょう。
□人混みや繁華街などへの外出を避けましょう

○水分を十分に補給しましょう。
○睡眠を十分にとり、安静にして休養しましょう。
○早めに医療機関を受診して治療を受けましょう。
○�他の人にうつさないために、マスクをつけ、外出
を控えましょう。

☆咳エチケット☆
●�咳、くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さ
え、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れましょう。

●�鼻水、痰などを含んだティッシュをすぐに蓋付き
のごみ箱に捨てる環境を整えましょう。

インフルエンザってどんな病気？

かぜとはどう違うの？

インフルエンザにかからないために

インフルエンザにかかったら

インフルエンザ かぜ

症状

高熱（38℃以上）
全身症状（全身倦怠感、関節
痛、筋肉痛）、頭痛、咳、のど
の痛み、鼻水など

微熱（37〜38℃）
局所症状（のどの痛み、鼻水、
鼻づまり、くしゃみ、咳）

発症 急激 比較的ゆっくり

感染経路は「飛沫感染」と「接触感染」
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～毎日、今よりも10分多くからだを動かして健康づくりをはじめましょう～
　「＋10」（プラス・テン）は、厚生労働省が推奨する健康づくりのための身体活動指針に基づくもの
です。
　毎日の生活のなかで、今より１日10分多くからだを動かすことが、生活習慣病や高齢者の寝たきり、
認知症などの予防に役立ちます。また、からだを動かすことは、こころの健康づくりにもつながりま
す。日常生活の中で、今より10分多くからだを動かすことを意識して、運動習慣を身につけましょう。

●日常生活に運動を取り入れよう！
　運動が健康にいいことはわかっているけれど、おっくうでなかなかできないという人におすすめな
のが「ながら運動」です。例えば「歯を磨きながら」「電車に乗りながら」「デスクワークをしながら」「自
宅でテレビを見ながら」「お風呂に入りながら」など、日常生活のなかでさりげなく行うことができる
運動です。
　年齢やライフスタイルによって異なりますが、仕事をしているとき、家事をしているときなどにも、
からだを動かすチャンスはたくさんあります。１日の生活を振り返り、自分に合った機会をみつけて、
まずは気軽にできることから積極的に身体を動かしましょう。
　まずは、日常生活の中で、どんなときにからだを動かす場面があるかを考えてみましょう。

最初から無理はせずに、自分のペースで安全に行いましょう

●ウォーキングから始めてみましょう
　ウォーキングは手軽に、からだに負担をかけずに行える有酸素運動です。健康
効果も高いので＋10にぴったりです。
　日高町でも健康ウォーキングを開催しますので、是非ご参加ください！

＜仕事・通勤中に＋10＞ ＜家事・生活の中で＋10＞

・車での移動を歩き、自転車に変えて+10
・歩幅を広くして、早く歩いて+10
・職場ではエレベーターから階段に変えて+10
・少し遠くのトイレまで歩いて+10

・皿洗いをしながら、つま先立ちで+10
・家事をしながらストレッチをして+10
��（手先足先を意識して、からだを伸ばす様に）
・椅子に座りながら足を上げて+10

はじめよう！＋10（プラス・テン）の運動習慣
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☆日高町健康ウォーキング
　日　　時　：　11月５日（土）　�　　９時〜 12時ごろ　※小雨決行。荒天の場合は中止します
　集合場所　：　日高町中央公民館前�　９時〜９時半ごろまで受付を行います
　　　　　　　　受付後にバスでコースまでお送りします
　内　　容　：　運動指導士による運動講座
　　　　　　　　ウォーキング（クヌッセン救命艇保管庫～産湯海水浴場までの約3.5km）
　募集人員　：　50人
　持 ち 物　：　飲み物、帽子、タオル、雨具など
　申し込み　：　役場健康推進課（☎６３・３８０１）まで
　　　　　　　　※10月31日（月）までにお申し込みください
　　　　　　　　　また、申し込み時には住所、氏名、年齢、電話番号をお聞きします
　留 意 点　：　�当日は万全な体調のもとでご参加願います。万一、事故が発生した場合は、契約保険

の範囲内および救急・医療機関への連絡の対応は致しますが、それ以外の責任は負
いかねますので、ご了承願います。

対　　象：平成28年４月１日以降に生まれた０歳児（１歳になると定期接種の対象外となります）
　　　　　平成28年４, ５月生まれの方では、10月時点ですでに生後５〜６ヶ月が経過しています
　　　　　ので、お早めに主治医とご相談下さい。
接種間隔：１歳になるまでに３回の接種を終える必要があります。（おおよそ半年かかります）
　　　　　１回目と２回目の間隔は４週間
　　　　　１回目と３回目の間隔は20〜24週間

Ｂ型肝炎とは
　Ｂ型肝炎ウイルスの感染による肝臓の病気です。感染は一過性の感染で終わる場合と、そのまま感
染している状態が続いてしまう場合（キャリア）があります。キャリアになると慢性肝炎になることが
あり、そのうち一部の人では肝硬変や肝ガンなど命に関わる病気を引き起こすこともあります。
　ワクチンを接種することで、からだの中にＢ型肝炎ウイルスへの抵抗力(免疫)ができます。免疫が
出来ることで、一過性の肝炎を予防出来るだけでなく、キャリアになることを予防し、周りの人への感
染も防ぐことができます。

※標準的には、生後２ヶ月、３ヶ月、７〜８ヶ月での接種となります

Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種が始まります！

●ウォーキングの健康効果
　体内に継続的に酸素を取り込みながら行うことができる有酸素運動で、体内に取り入れた酸素
が糖質や脂肪を効率よく分解できるので、肥満の予防・解消などに適しています。
　また、心肺機能を高めたり、血行をよくするなど、健康づくりに効果的な運動です。

☆ウォーキングの効果☆
　・生活習慣病予防　　・肥満防止　　・ストレス解消　　・老化防止　　・骨粗鬆症対策

4週間

1回目から20〜24週間

1回目 2回目 3回目



　広報ひだか2016.10月号 24

きしゅう君

御坊警察署

高家駐在所
　　川口 裕平

比井駐在所
　　岸田 國弘

　 23-0110

（お知らせ）
Ｅメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホームペ
ージは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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JICA�ボランティア募集
　技術や経験を生かし、開発途上国の人々と共
に生活し、相互理解を図りながら行う海外での
ボランティアです。事業主体は、国際協力機構
（JICA）が実施する政府事業です。

●応募資格
　○青年海外協力隊/日系社会青年ボランティア
　　20歳〜 39歳の日本国籍を有する者
　○シニア海外ボランティア/
　　日系社会シニア・ボランティア
　　40歳〜 69歳の日本国籍を有する者

●募集期間
　○2016年9月30日（金）〜 11月4日（金）
　　※消印有効

【お問い合わせ先】
　公益社団法人青年海外協力協会（JOCA）
　近畿支部（☎06・6375・2224）
◎ホームページ
http://www.joca.or.jp/about/offices/kinki.html

和歌山県内の企業へ就職すると

最大100万円！
奨学金の返還を助成します！

●対象者　�①�平成30年３月卒業予定の学生で、
理工系、情報系の学部・研究科に在
籍する方

　　　　　�②�和歌山県内の製造業、情報通信業
の企業への就職を希望する方

●助成金額�最大100万円（�対象企業に就職し３年
勤務した方にお支払い）

●募集人員�30人
●募集期間�平成28年10月3日（月）〜
� 10月31日（月）

詳細は下記ホームページをご確認ください
　http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/060600/

お問い合わせ
　和歌山県労働政策課（☎073・441・2807）

奨学金返還制度
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※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。
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　「ハンギングバスケット」とは、草花を寄せ植えした鉢を、壁に掛けたり吊したりして、上や横か
ら鑑賞するガーデニングの手法です。
　「和歌山県花を愛する県民の集い」では、10月〜 12月の間にハンギングバスケット教室を開催
しますので、興味のある方は是非お問い合わせください。

◎時　間　13:00 〜 15:00（日程についてはお問い合わせください）
◎定　員　40人
◎参加費　1,500円
◎対　象　県内在住若しくは通勤・通学されている方
詳しくは、ホームページ（http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/npo/news/hanaai.html）
若しくは県庁県民生活課（☎073・441・2598）までお問い合わせください。

ハンギングバスケット教室参加者募集
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暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2016年10月
October

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （池田・東光寺・内ノ畑・
原谷）

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・人権相談・行政相談・心配
ごと相談合同相談所開設※
 （ふれあいセンター）
・運動教室※
 （農改センター）
・おはなしの会※
 （中央公民館）

・小型プラスチックごみ ・2歳児健診※
 （対象：H26年2月～
4月生）
（ふれあいセンター）

・1歳6か月児健診※
 （対象：H27年3月～
4月生）
・資源ごみ

・資源ごみ

・複雑ごみ

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。 広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H28年5月1日～
6月15日生、H27年11月
1日～12月15日生）
（ふれあいセンター）
・複雑ごみ

体育の日

文化の日

・3歳児健診※
 （対象：H25年2月～
3月生）
（ふれあいセンター）

・日高町敬老会※
 （農改センター）
・資源ごみ

・クエフェア
 （産湯海水浴場駐車場）

・粗大ごみ
 （萩原・荊木・駅前）

・国民健康保険税
 第5期分納期限
・後期高齢者医療保険料
 第4期分納期限
・介護保険料
 第4期分納期限

・廃電池回収

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!

HDK3-098
長方形
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TOWN information

町の人口と世帯

平成28年8月31日現在
人　口 7,939人
　男 3,815人
　女 4,124人
世帯数 3,093戸

日
高
町
民
憲
章
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を

　
大
切
に
す
る
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を
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く
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ま
す

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。　vol.3

武道の精神に触れられます

　日高町剣道教室では、日高町武道館にお
いて、保育園児から中学生までの19人の剣
士が稽古に励んでいます。

　代表の細川志織さんは、「武道と聞くだけ
で敷居が高いように思われますが、剣道は、
『一生剣道』と言われるように生涯を通じて
楽しめる武道です。剣道を通して様々な人と
関わることで、礼儀や相手を尊重する精神
が身につきます。」と話されました。

　詳しくは、役場教育委員会（☎６３･３８12）
まで。

剣道教室

武道編

『少年・少女剣士を随時募集しています。』
毎週月・水・金曜日の19時～21時に稽古をしています。
貸出し道着・防具もありますので、見学に来てください。

し おり
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